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平成28年第２回太子町議会定例会（第461回町議会）会議録（第３日） 

平成28年３月４日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 議案第３号 平成27年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第５号） 

２ 議案第４号 平成27年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

３ 議案第５号 平成27年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

４ 議案第６号 平成27年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

５ 議案第７号 平成27年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第１号） 

６ 議案第８号 平成27年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

７ 議案第９号 平成27年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第３号) 

８ 議案第10号 町道路線の認定について 

９ 議案第11号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

10 議案第12号 太子町行政不服審査会条例の制定について 

11 議案第13号 太子町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制 

        定について 

12 議案第14号 職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

13 議案第15号 非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

        いて 

14 議案第16号 太子町証人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

        いて 

15 議案第19号 太子町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

16 議案第20号 太子町行政不服審査関係手数料条例の制定について 

17 議案第21号 太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

18 議案第22号 太子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

19 議案第23号 太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

20 議案第24号 太子町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を 

        定める条例の一部を改正する条例の制定について 

21 議案第25号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

22 議案第26号 太子町空き家等の適正管理に関する条例の制定について 

23 議案第27号 太子町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

24 議案第28号 太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

25 議案第29号 平成28年度兵庫県太子町一般会計予算 

26 議案第30号 平成28年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

27 議案第31号 平成28年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

28 議案第32号 平成28年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

29 議案第33号 平成28年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

30 議案第34号 平成28年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

31 議案第35号 平成28年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

                本日の会議に付した事件 

１ 議案第３号 平成27年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第５号） 

２ 議案第４号 平成27年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 
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３ 議案第５号 平成27年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

４ 議案第６号 平成27年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

５ 議案第７号 平成27年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第１号） 

６ 議案第８号 平成27年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

７ 議案第９号 平成27年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第３号) 

８ 議案第10号 町道路線の認定について 

９ 議案第11号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

10 議案第12号 太子町行政不服審査会条例の制定について 

11 議案第13号 太子町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制 

        定について 

12 議案第14号 職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

13 議案第15号 非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

        いて 

14 議案第16号 太子町証人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

        いて 

15 議案第19号 太子町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

16 議案第20号 太子町行政不服審査関係手数料条例の制定について 

17 議案第21号 太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

18 議案第22号 太子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

19 議案第23号 太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

20 議案第24号 太子町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を 

        定める条例の一部を改正する条例の制定について 

21 議案第25号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

22 議案第26号 太子町空き家等の適正管理に関する条例の制定について 

23 議案第27号 太子町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

24 議案第28号 太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

25 議案第29号 平成28年度兵庫県太子町一般会計予算 

26 議案第30号 平成28年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

27 議案第31号 平成28年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

28 議案第32号 平成28年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

29 議案第33号 平成28年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

30 議案第34号 平成28年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

31 議案第35号 平成28年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

会議に出席した議員        

  １番   長谷川 正 信         ２番   玉 田 正 典 

  ３番   神 南 隆 司         ４番   中 薮 清 志 

  ５番   堀   卓 史         ６番   藤 澤 元之介 

  ７番   首 藤 佳 隆         ８番   福 井 輝 昭 

  ９番   平 田 孝 義        １０番   吉 田 日出夫 

 １１番   清 原 良 典        １２番   中 島 貞 次 

 １３番   服 部 千 秋        １４番   橋 本 恭 子 

 １５番   森 田 眞 一        １６番   井 村 淳 子 
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会議に欠席した議員 

   な   し 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  岡 田 俊 彦     書     記  森   文 彰 

 書     記  友 政 美 紀 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  北 川 嘉 明     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  堀   恭 一 

 生活福祉部長  三 輪 元 昭     経済建設部長  堂 本 正 広 

 教 育 次 長  宗 野 祐 幸     財 政 課 長  森 川   勝 

 総 務 課 長  山 本 紀 弘     税 務 課 長  北   陽一郎 

 町 民 課 長  三 木 孝 秀     生活環境課長  塩 井 英 裕 

 高年介護課長  森 田 好 紀     産業経済課長  杉 原 勝 由 

 まちづくり課長  八 幡 充 治     上下水道事業所長  森 川 敏 文 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前10時00分） 

○議長（井村淳子） 皆さんおはようござい

ます。 

 平成28年第２回太子町議会定例会第３日目

におそろいで御出席いただきありがとうござ

います。 

 ただいまの出席議員は16名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成28年第

２回太子町議会定例会を再開します。 

 総務部長より発言を求められておりますの

で、許可します。 

○総務部長（堀 恭一） 机上にお配りさせ

ていただいております今回提出されました議

案の中に誤りを見つけましたので、正誤表と

もつけて示させていただいております。 

 まず最初に、一般会計の予算書の中の給与

費明細書、207ページですけれども、それの

差し引き増減のとこで引き算が間違っており

ますので、その部分の委員数の訂正、それと

208ページも比較増減のとこで、職員手当の

増減額が差し引き違っておりますので、訂正

のほうをお願いします。 

 それと、議案第31号で介護保険特別会計の

当初予算でございますけど、これにつきまし

ても予算書の23ページで嘱託職員の人数を

「２名」としておりますのを「１名」と訂正

をお願いします。 

 それと最後に、議案第35号、兵庫県太子町

の水道事業会計予算の当初予算でございます

けれども、これにつきましては17ページの

27年度の損益計算書の期間が年度誤りをして

おりまして、１年ずれておりますので訂正の

ほうをよろしくお願いします。 

 それと、18ページの見出しのところで、①

で資産の部で「固定資産」という字句が脱漏

しておりますので、これについても訂正をお

願いします。 

 本当に貴重な時間をいただきまして、職員

のミスにより訂正が遅れましたことをおわび

申し上げます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（井村淳子） これから本日の会議を

開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 議案第３号 平成２７年度兵 

       庫県太子町一般会計補正予算 

       （第５号） 

○議長（井村淳子） 日程第１、議案第３号

平成27年度兵庫県太子町一般会計補正予算

（第５号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に
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提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 おはようございます。 

 補正予算のほうで少しだけ確認したいんで

すけども、27年度の国の補正予算のほうでい

ろいろ補正予算が上がってるんですけども、

実際、太子町で今回の補正で国の補正予算を

使ってのものは、確認させていただくと年金

生活者等支援臨時福祉給付金のものと、自治

体情報セキュリティ強化対策事業、この２点

ということでよろしいでしょうか。ほかのも

のはされてないということなのか、特に注目

されてました一億総活躍社会の実現に向けた

緊急対策としての創設で、地方創生加速化交

付金というのがあって、全国的にもいろんな

事業がニュース等で流れてて、今回の国の補

正予算の目玉になってるのかなと思いますけ

ども、その辺の活用のことを考えられたらど

うかということをお願いします。 

○議長（井村淳子） 財政課長。 

○財政課長（森川 勝） お尋ねの件でござ

いますが、今回国の補正予算１号に絡むもの

で補正させていただいておりますのが、先ほ

ど申されました年金生活者の分、それから情

報セキュリティの分、それともう一点、地方

交付税の調整額の復活ということで、今回５

号補正のほうで補正をさせていただいており

ます。それと、加速化交付金、地方創生がら

みでございますが、これにつきましてはモデ

ル事業、本当にモデル的なものでということ

でございますので、検討はいたしましたが、

当町では該当はないということで、今回見送

らせていただいております。 

 以上です。 

 済いません、もう１つ。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） おはようござ

います。 

 生活福祉部のほうで、国庫補助金のところ

で個人番号カード交付事業補助金につきまし

ても、国の27年度補正予算のほうを対応して

おります。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 まず、５ページをお願いい

たします。 

 繰越明許費の関係でございますが、６件追

加されておりますが、上３つは国の補正予算

に基づくものかと、先ほどもありましたけれ

ども、思います。これは、繰り越し前提で事

業化をするものだと思いますが、それでいい

のかなということを確認したいと思います。

一番下２つは、町独自の理由によるものと思

いますけれども、これも繰り越し前提で今回

の補正に計上したものかなと思うんですが、

その確認をしたいと思います。 

 そして、網干線を含んで、以上６件です、

今回の６件の終了時期はいつなのかというこ

とを確認したいと思います。 

 それともう一点、ここ数年来、国の補正で

こういう手法を、繰り越し前提で３月に押し

込んで、そして繰り越し前提でやっていくわ

けですけれども、地方自治法でいう会計年度

独立の原則というのがもう崩れてしもうとん

ちゃうんかと私思ってるんです。決算をうつ

と当該年度の分と、それから前年度から繰り

越しされてきた分と、それぞれ表示はされて

るんですけど、やっぱり不明確になってしま

うんですね、対象事業全体が。そういった意

味で、この方式は私は常態化してるのはちょ

っと問題かなと思ってるんですけど、それに

対する御所見を聞きたいと思います。 

 それと……。 

   （「議長」の声あり） 

 ああ、ごめんなさいね、まだ質問がありま

す。 

 それから、12ページと13ページの関係で

す。 

 保育所の保育料、私立分は減額されとんで

す。そして、市外からの受託を受けてる分に
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ついても減額と。そして、次のページに行く

と、公立保育所の使用料については増額なん

ですね。ということは、これ実績に基づくも

のだと思うんだけれども、たまたま偶然なの

か、公立と私立の関係で偶然こうなったのか

どうか、そこを確認したいと思います。 

 それと、22ページ、21からも続いてるんで

すけども、財政調整基金の繰入金の減額でご

ざいます。これも一定、財政課長からいろい

ろとお聞きしましたけれども、例年ならこの

時期、国庫金とか県費とかその他特定財源が

どんどん出てきて、一般財源を減少させる、

そのために虎の子の財政調整基金の繰り入れ

をもっと減らせるはずやと思うんですね、例

年そうやってきてるんです。今年はそれがな

かなか十分できないということは、やはり今

年度は庁舎建設のそういう影響が大きいと私

は思うとるんですけど、そういう考え方でえ

えのかどうか確認したいと思います。 

 それと、28ページ、情報セキュリティシス

テムの構築、改修の関係です。 

 これは、本来国の責務でやるために国は市

町村に財源を100％補償するというところか

ら始まってると思うんだけれど、16ページ、

国庫補助は775万円、ほいで24ページ、町

債、起債の発行は770万円ということで５万

円、町の負担が出るわけですね。こういった

ことは、何かおかしくないかなと私は思う、

国の施策でそういうことをされてるんだった

ら、きちっと財源手当ては100％にせないか

んのちゃうんかなと思うんですけども、これ

について説明をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 私のほうからは、

まず情報セキュリティ強化対策事業でござい

ます。これにつきましては、御質問の中でご

ざいました国の補正予算に基づく事業として

実施されるものでございます。これにつきま

しては、国がこれまでの年金問題での漏え

い、また今回の個人番号制度に基づくものと

して、セキュリティーの強化を非常に重要視

したため、緊急に補正予算として組んだもの

でございます。これによって、いわゆる公共

団体のインターネット接続が全て一般公衆回

線を使わずに実施するということで、大規模

なセキュリティー対策をするというようなこ

とが盛り込まれております。これにつきまし

ては、当然この時期に補正予算を組まれまし

たので、事業実施は来年度になるということ

で、一応29年７月から番号制度のネットワー

クシステムが開始されますので、それに向け

て今後努力していくということになっており

ます。 

 それと、庁舎建設に伴う財政調整基金とい

うことで、当初２億円の繰り入れを予定して

事業着手をしております。今年度について、

最終的に１億円幾らかの金額がそのまま残っ

たという状態になってるんですけれども、３

億6,600万円ほど、いわゆる財調として残っ

てるんですけれども、そのうちの２億円相当

額については庁舎建設ということで予定して

いたものでございまして、今回こういうよう

なことで財政調整基金が残ったということ

は、通年ならその部分を減額できるんですけ

れども、今現在申し上げましたように、大型

事業等がございますので、今年度はやむを得

ないかなというふうに思っております。 

 それともう一点、会計年度独立の原則で、

いわゆるこんだけ繰越明許費が増えて、年度

間の区分けが非常に曖昧になっているという

御指摘でございますけれども、それは議員さ

んおっしゃるとおりでございます。国という

ものは、３月に補正予算を組むタイミングを

最近常に見計らっております。それにつきま

しては、国の税収等の収納の問題等も絡みま

して、どうしても景気を底上げするためにそ

の時期に補正予算を組んで、市町村にその事

業を展開してもらおうということで実施して

おります。これは、本来の姿とは違うと思い

ますけれども、こうした状況で我々としては

やっていかざるを得ないというようなこと

で、今後とも国等には十分な事業を考える時

間を欲しいと思いますので、当然当初で計上
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できるように、ゆっくりした事業説明を行っ

ていただきたいと要望してまいりたいと思い

ます。 

 それと、先ほど情報セキュリティのときも

おっしゃられましたけども、確かに国の施策

が100％本来国庫負担ですべきものを、結構

町に負担がございます。個人番号のことにつ

きましても、今回の情報セキュリティにつき

ましても、今現在1,550万円ということで５

万円だけの負担ということになっております

けれども、これにつきましても果たして

1,550万円でできるものかどうか、それにあ

わせた形での予算計上ということで、繰越明

許費が設定しております。実際、業者等に聞

きますと、どこの団体も数千万円かかるんで

はなかろうかというようなことを言っており

ます。そうした中で、今年度緊急の補正予算

ということになっておりますので、いわゆる

国から得られる、今現在示されてる限度額の

範囲内で予算計上していると。それに、もし

万が一足らなくて、どうしても実施できない

ということになれば、また新年度予算で補正

をかけなければならないと、そういうような

状況が続いております。そうした状況も踏ま

えながら、今後国と地方の財政負担のあり方

というものを十分に考えまして、市町村が国

の負担をすることのないように、今後とも各

団体を通じまして国に要望してまいりたいと

思ってます。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 個人番号カー

ド交付事業の繰り越しにつきましては、こち

らのほうも国の補正予算のほうで増額になっ

たということで、今回上げさせてもらってお

ります。これにつきましては、通知カードが

届いて、個人番号カードの申請が国が見込ん

でおったよりもかなり大幅に伸びているよう

で、なかなかすぐの対応ができない。交付に

関しましても、個人番号の発行につきまして

は通信関係で混み合っている平日なんかは、

１人につき20分から30分ぐらいかかってしま

うということで、なかなか交付がはかどらな

い、しかし個人番号カードは続々とでき上が

って届いておるという状況の中で、繰り越し

をして引き続き事業をやっていくということ

になりました。現在、２月の末で個人番号カ

ードが384枚交付が済んでおります。 

 それと、年金生活等支援臨時福祉金給付事

業ですけども、こちらにつきましても国の補

正予算ということで対応になっております。

こちらにつきましては、６月の末までに給付

を完了しなさいということでございます。そ

れにつきまして鋭意準備を進めていきたいと

考えております。遅くとも８月には全ての方

に完了をたてたいと考えております。 

 それと、保育所の保育料につきましてです

が、私立の保育所につきまして減額となって

おります。この１つの理由としましては、私

立保育所の中で、これは主に減額の理由なん

ですけども、委託につきましては認定こども

園が増えまして、保育料を認定こども園につ

きましては園が徴収するということになった

ため、当初のときにそれがうまく反映できて

おりませんでしたので、今回その分につきま

して補正をさせていただいております。 

 それと、公立斑鳩保育所の分、保育料が追

加になっている分につきましては、26年度ま

での旧制度では、公立保育所につきましては

保育料を居住市町が徴収しておりました。そ

のため、受託児童の保育料はこの科目の中に

含まれておりませんでした。しかし、平成

27年度の新制度以降、施設所在の市町が保育

料を徴収するということになり、このたび斑

鳩保育所の保育料につきましては、その分が

上乗せになっているというのが主な原因でご

ざいます。 

 それと、保育料の当初予算の算定につきま

して、前年の11月の平均の保育料を算定し

て、それに見込みの児童数を掛けておる関係

で、年度が変わりまして所得が変わりますと

若干変更があるということで、その分も影響

してるのではないかと考えております。 

 以上です。 
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○議長（井村淳子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 繰り越しの社会教

育費の２件についての完了時期はいつかとい

う御質問だったというふうに思います。 

 その点につきましては、文化会館の研修室

につきましては、これについては今実施設計

のほうがほぼ完了をしております。あと工事

ということでございますので、約二、三カ月

ぐらいかかるんではないかなというふうに思

っております。 

 それと、南総合センターにつきましては、

これも基本設計までの繰り越しということで

ございます。今土質調査のほうをかかってお

りますので、あと基本設計のほうが、これも

約３カ月ぐらいかかるんではないかなという

ふうには想像しております。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 私のほうから

も、繰越明許の網干線外道路整備事業でござ

います。 

 これにつきましては、場所については糸井

の新しいセブン－イレブンができたところの

北側で、龍野線と網干線の交差する部分の用

地交渉ということで、ちょうど龍野線との交

差部分でありますので、龍野土木事務所と歩

調を合わせながらの交渉で、今年度について

は９件の交渉の成立を見込んでおります。こ

のうち、合意のめどはついてるんですけれど

もまだ支払いが済んでないものについて翌年

度に繰り越させていただいて、完了させると

いうことで、一応９月をめどにしてますけれ

ども、できるだけ早い時点で交渉し次第お支

払いしていきたいなというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 森田眞一議員。 

○森田眞一議員 説明の42ページ、一般質問

である議員が聞いたんですけれども、説明の

内容がちょっとよくわからなかったんで再度

質問させてもらいます。 

 節13委託料、農地費です。ヒナサイ山水路

改良工事実施設計委託料の減額、これもう一

度、なぜこれを減額するのに至ったのか。

28年度見込みはどうなのか、それについて質

問させていただきます。 

 それから、同じく46ページ、都市計画総務

費の節19負担金・補助及び交付金の部分で

す。これ420万円の住宅耐震改修促進事業の

補助金の減額なんですけども、当初で450万

円だったと思うんですけれども、ほとんどが

減額の状況になっております。これの理由及

び問題点は何なのかということをお聞きした

いと思います。 

 それと、48ページの教育振興費の負担金・

補助及び補助金で、小中学校対外文化・運動

競技等大会選手派遣補助金ですけれども、追

加で175万9,000円、これ当初では160万円や

って、当初以上の金額が追加になったという

ふうに思うんですけど、何か特別な派遣の理

由があったのかお知らせいただきたいという

こと。 

 それと、同じページの教育振興費、一番最

後の行の扶助費、要保護・準要保護児童援助

費減額でございますけれども、説明では決算

見込みによるということであります。これ

は、次のページ、50ページの上の中学校費の

要保護、準要保護の部分と同じく聞きたいん

ですけれども、今、新聞等報道を見ておりま

すと、日本全体で非常に困窮の社会が増え、

児童の教育に対する環境が非常に悪くなって

るというふうな報道がされるんですけど、太

子町ではこの要保護、準要保護の傾向という

んでしょうか、増えてるんでしょうか、減っ

てるんでしょうか、どういう状況なのかお知

らせ願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） まず、私のほ

うからは42ページのヒナサイ山の委託料の減

額でございます。 

 これにつきましては、ヒナサイ山への進入
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路であります通路があるんですけれども、そ

の横に側溝がありまして、その側溝を大きく

して水のはけをよくするということで、実施

設計を行う予定をしておりました。所有者は

天満山の自治会が持っているものと思って進

める予定をしておったんですけれども、いろ

いろ関係の自治会等に確認したところ、いや

いや、うちの所有ではありませんよというこ

とで、いろいろと調査した結果、あそこを造

成した業者が条件の１つとして道をつけるこ

とと、水路をつけることということで、あそ

こを購入されて造成したという、そういう事

実がわかりました。一応、所有者の方に何と

か利用等々、今後の維持管理もあわせて交渉

を重ねたんですけれども、なかなか購入して

いただけるかと、そういう話もあったりする

んですけど、そういった事情で、とりあえず

今回実施設計の委託料は減額させていただい

て、所有者との交渉が終わった時点で再度補

正とか、そういった形でいち早く計上させて

いただきたいというふうに考えております。 

 次に、46ページの住宅耐震改修促進事業補

助金の減額でございます。 

 これにつきましては、防災ベッド、それか

ら建てかえ、購入ということで、建てかえ、

購入につきましてはそれぞれ100万円の補助

２件分、それから防災ベッドについては、

15万円の２件で30万円の補助を見込んでおり

まして、わが家の耐震改修のほうが２件の予

定が３戸になったということで合計420万円

の減額をしております。これについては、新

たな制度であったことと、啓発がちょっと不

十分なために、それと改修されるコストが高

額であるということもありまして申し込みが

なかったため、減額をさせていただいており

ます。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 48ページの負担

金・補助及び交付金175万9,000円の追加の理

由でございますが、太子両中学校の県大会出

場が大幅に増えております。これについて

は、やはりそれぞれの部活動がその成果によ

って県大会出場という、当初の見込みよりか

は多くなってきております。 

 それから、準要保護の人数の増減の理由で

ございますが、実際には年々準要保護の人数

については、若干ではございますが増えてお

る傾向でございます。やはり、生活していく

上で家庭の事情によって収入が少ないという

ところで準要保護の申請が多く出てきており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） 減額の。減額になって

いるけど。 

○教育次長（宗野祐幸） 減額ですけども、

これについては当初見込みよりかは27年度に

ついては少し人数が減ってるということでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 ２点だけお伺いしたいんで

すけど、14ページの民生費国庫負担金の中

で、児童手当負担金、先ほど神南議員のほう

からも指摘がありましたけど、これも関連し

てだと思うんですけど、その減額、2,346万

4,000円、これ中身というか減額の理由をお

聞きしたいんですけど。 

 あと一点、16ページの道路橋りょう費補助

金、前に説明があったかなと思うんですけ

ど、ちょっと聞き漏らしておりましたんで、

これ金額がかなり大きな減額の中身なので、

この減額の理由としては何があったのかとい

うのと、この２点だけをお伺いいたします。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 児童手当の負

担金減額につきましては、当初予定しており

ました支給対象者の減になります。細かく分

けて算定のほうはしておるんですが、実際に

もう残りわずかになりまして、このたび精算

の見込みを立てたところ、減額にせざるを得

ないというような状況になっております。 
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 以上です。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 私からは、

16ページの道路橋りょう費補助金でございま

す。 

 これにつきましては、当初３億8,000万円

の事業費を見込んでおりまして、それの国庫

補助として10分の5.5で２億900万円を予定し

ておりましたが、先ほど繰越明許でも若干触

れたんですけれども、用地交渉の結果、なか

なか御理解いただけないような部分がありま

して、それと当然龍野線との絡みもあります

んで、龍野土木事務所と歩調を合わせるとい

うようなところもあります。そういったとこ

ろでなかなか交渉が進まなくて、この分の国

庫補助を減額させていただいております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 40ページ、予防費のところ

の子宮頸がん予防接種委託料、これが減額と

いうのは、まあまあリスクがあるということ

で差し控えるようにみたいな感じやったと思

うんですけど、この差し控えるということは

やめなさいということじゃないですね。だか

ら、再開の可能性があるのかっていうのと、

あとたしか子宮頸がんを打つときに、回数、

３回か打たないと勘定しないんですよね。例

えば１回打って今差し控えるということにな

って、やめてる人なんかやったら次どうした

らいいんかなあ。有効期限みたいなんがある

んかなと思って。 

 それと、42ページ、先ほどの農地費のとこ

なんですけど、委託料でマイナスが３つです

よね、ヒナサイ山と圃場整備と。その隣り、

財源のところなんですけど、国庫から300万

円出てると。これちょっと理屈がわからへん

なと思って。この説明だけお願いします。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 子宮頸がん予

防ワクチン接種につきましては、おっしゃる

とおり３回接種、そして平成25年６月から接

種勧奨を控えておるということで、今回は、

27年度につきましては接種勧奨も解除される

のかなと、差し控えが解除されるのかなと見

込んでおったんですけども、まだ現時点で接

種勧奨の差し控えということが解消されてお

られませんので、ちょっとそれを待って、よ

ければ再開のほうという見込みになろうかと

思います。それと、１回打たれて２回目、３

回目の間隔があいてということなんですけど

も、こちらにつきましては、今の段階ではわ

かりかねます、済いません。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 委託料で岩見

構の下の圃場整備絡みでございます。 

 これにつきましては、もともと県からの配

分が1,300万円であるというふうに内示があ

りまして、それに基づいて予算計上しており

ました。ところが、県のほうで他の地域での

予算の残が出たので、太子町のほうに追加配

分されたということで、補助としては300万

円増えておりますが、事業としてはこういう

形で減額をさせていただいているということ

です。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第３号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。 
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  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 議案第４号 平成２７年度兵 

       庫県太子町国民健康保険特別 

       会計補正予算（第３号） 

○議長（井村淳子） 日程第２、議案第４号

平成27年度兵庫県太子町国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 ６ページと10ページとの関

係なんですが、10ページの歳出で、歳出予算

の額は増えてないんだけれども、財源の内訳

が大きく変更しているという形で、特定財源

が減って一般財源6,400万円という大きな一

般財源に振りかわってるわけですけども、そ

の変更となった理由をお聞かせ願いたいと思

います。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 一般会計繰入

金につきましては、保険基盤安定の繰入金に

ついて、医療保険制度の改革に伴う国庫補助

制度の拡充が27年度より開始されたため、要

は27年度の当初予算に国庫補助の拡充の具体

的な積算方法が示されておらなかったため、

当初予算に反映をしておりませんでした。そ

れが今回はっきりと出てきた関係で、負の補

正のほうを上げさせてもらっております。 

 それと、療養給付費負担金につきまして

は、１月に提出しました負担金に変更申請の

額に基づいて予算措置を行っております。こ

の変更申請につきましては、国が示した指数

に基づいて算出しております。決算終了後の

実際の支出額との差額は、実績報告を踏まえ

て翌年度に精算するという形をとっておりま

す。 

 それと、国・県調整交付金につきまして

は、療養給付費負担金の額の移動に比例させ

て、減額のほうを補正させてもらっておりま

す。その辺で、歳出の部分で移動が、実際の

少ない分にもかかわらず、歳入のほうで変動

があったということでございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 ８ページの節３出産育児一

時金等繰入金、これも繰入金なんですけど、

252万円、これも減少しておりますけど、こ

の減少の理由と、さらにこれに関連して医療

費、保健事業費、節13の委託料、特定健診委

託料が減額となっておりますが、この特定健

診に対する率が悪くなった関係での減額なの

か、この２点を聞かせていただきたいんです

けど。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 出産一時金の

減額につきましては、当初見込みで40件を予

定しておりましたが、決算見込みとしまして

31件と、９件減っておる関係での減額となっ

ております。 

 それと、特定健診の委託料の減額について

ですが、平成26年度の受診者が1,733人ござ

いました。25年度より伸びた関係で、27年度

予算編成するときに少し延ばして予算編成を

しました。実際には、現在のところ1,748人

と15人増えてはおるんですが、当初目標に掲

げておった人数には及びませんでしたので、

今回減額のほうをさせていただくようになり

ました。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第４号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の
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方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 議案第５号 平成２７年度兵 

       庫県太子町介護保険特別会計 

       補正予算（第４号） 

○議長（井村淳子） 日程第３、議案第５号

平成27年度兵庫県太子町介護保険特別会計補

正予算（第４号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 先ほどの国保特会と同じよ

うに、今回の介護保険の特会も同じことが起

きてるわけですね。 

 10ページを見てみますと、介護サービス費

の関係で、12月議会で大きく補正をいたしま

した。そして介護サービス費の今まさに執行

中でございますけれども、この執行額につい

ては増やしていないんだけれども、歳出予算

は増えてないんだけれど、財源内訳が大きく

変わってしまった。国庫金、県費金、そして

支払基金から来る分も含めて、特定の財源が

減って一般財源へ大きくシフトしたというそ

の関係、それを説明いただきたいと思います

のと、次のページ、12ページ、これも関係す

るのかもわかりませんけれども、介護給付費

準備基金積立金を今回大きく減らしておりま

す。ということは、介護保険は大体３年ロー

リング方式で保険料を見直していって、保険

料を余り多く上げないようにということで、

初年度はちょっぴり黒字、２年目がとんと

ん、３年目がちょっと赤字という形で、３カ

年通しての財源率を計算して保険料を決めて

ると思うんですね。そういった意味で、今回

次年度、または次々年度以降へ積立金を積ん

どかんと、２年目以降が厳しくなるんじゃな

いかなと私は思ってるんですけども、その積

み立てをやめてしまったということで、後年

度の財政運営がうまくいくのかなという心配

をしてるわけですけれども、それについて説

明をいただきたいと思います。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 歳入のほうで

かなり動きがあるということでございます

が、収入金のほうにつきましては、今回交付

申請をして交付決定を受けた額に基づいて、

マイナスという形で計上のほうはさせてもら

っております。それに基づく財源更正という

ような流れにはなっておるんですが、介護保

険につきましては今回第１年度目でございま

して、当初予算を算定するときに、計画その

ものがまだきちっと確立してなかったところ

がございまして、予算計上についてもかなり

苦労したように聞いております。その関係

で、12月につきましても大きな額を補正させ

ていただいたような形になっております。 

 それと、今回準備基金のほうを4,900万円

ほど減額させていただいておるんですが、こ

れにつきましては、やはり給付費の増大が想

定以上であったということと、それから保険

料の算定の部分での最初の積み上げが少し不

足しておった部分がございます。見込みとし

てもう少し入るかなというようなところがあ

ったんですけども、軽減世帯の関係で、そこ

で軽減があったりとかっていうような部分も

あって、保険料が思ったほど伸びなかったこ

ともありまして、今回その繰越金を使って給

付費に充てるということをさせていただこう

かなということで計上させていただきまし

た。ただ、繰越金のほうが少し、――まだ比

較的にははっきりしないんですが、ありそう

なので、現在基金が1,419万円ほどあるんで

すが、それに上乗せして、28年度に準備基金

として使っていきたいなと考えております。

２年度目につきましては、何とか本当にとん

とんという形で移行させていきたいと考えて

おります。 

 以上です。 
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○議長（井村淳子） 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 少し一般質問的になってし

まいますけれども、ちょっとお許しいただき

たいと思います。 

 先ほど部長、御答弁いただいたんだけど、

国費とか県費がやっぱり実績に基づいて減っ

てしまったという、そこからこういうことが

起きたんだけど、先の福祉文教常任委員会に

も普通調整交付金とか、そういったものを太

子町は得られてないんだと。本来は、もっと

５％の枠まで増やしてほしいんやという、そ

のための努力をしてほしいんやという陳情が

福祉文教常任委員会に上がってたと思うんで

すけど、福祉文教常任委員会は残念ながらそ

れについては採択まで至らなかったんですけ

ど、私はやはりそういった負担比率っていう

のは、国の、これも本来、介護保険は国の制

度ですから、国が提唱した制度を法律に基づ

いてやってる制度ですから、国が本来５％の

枠を、普通調整交付金で認めとんやったら、

やはり高齢者が少ないとか、高齢者の所得が

高いとかってそういう特殊事情をもって減ら

すというようなことは私よくないと思うんで

すね。やはり、本来国の負担率はきちっと守

るべきだと思うんだけれども、それについ

て、収入増を図っていかんと、これ１号被保

険者を含めて、保険料がアップするばっかり

ですから、その辺の普通調整交付金も含めま

して、国費、県費の充実を図っていただくた

めの呼びかけというんですか、そういったも

のを努力していただきたいと思うんですけ

ど、いかがでしょうか。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 太子町につき

ましては、おっしゃられるとおり、調整交付

金につきましては調整交付金を５％を満たす

条件というんですか、それを下回ってるとい

うんですか、比較的若年層が高いということ

と、他市町に比べると、それぞれの所得が少

し高いというような条件の中で、0.4とか

0.3とかっていうことで推移しております。 

 今後、少しずつは伸びてくると考えており

ます。28年度の調整交付金の予測は0.5、そ

れでも4.5足りませんので、まだまだという

ところなんですけども、機会あるごとに見直

しというのを何とかならないものかというこ

とを県、国を通して上のほうに伝えられたら

と、そういうふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 二、三点お聞きします。 

 ６ページの介護給付費交付金の中で、これ

も減額が多いですけど、見込み額にこれもよ

るものだと思うんですけど、予算による見込

みということで上げられてるんですけど、ど

ういう見込みが、違いというか、その内容を

お聞かせいただきたいのと、さらに、10ペー

ジの節13委託料、この中の番号制度に伴う介

護保険システムの改修委託料の減額、これも

減額になってるんですけど、これは国の政策

によるものであって、減額になった理由と、

さらに12ページの積立金、これも事前に説明

があったかなと思うんですけど、基金積立金

の減額の理由、４億9,465万円、これもどの

ような理由というんか、その内容をお伺いし

たいと思います。お願いします。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） このたびの交

付決定による減額というものにつきまして

は、やはり当初予算を介護保険計画の策定前

に予算組みをした関係もございまして、見込

みとしていい見込みができてなかったという

のが大きな原因になろうかと思います。 

 それと、番号制度に伴う介護保険システム

改修委託料の減額につきましては、契約の残

でございます。当初予定しておりました委託

料よりも、実際に契約した委託料の額のほう

が少なかったということで、減額させていた

だいております。 

 それと、準備金の積立金の減額につきまし

ては、介護給付費に充てるために一度ここで

減額をさせていただいて、改めて年度を終了
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しましたら、自己資金のほうをもう一度こち

らのほうに積み戻していきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第５号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 議案第６号 平成２７年度兵 

       庫県太子町後期高齢者医療特 

       別会計補正予算（第２号） 

○議長（井村淳子） 日程第４、議案第６号

平成27年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 ６ページをお願いいたしま

す。 

 歳入の関係で、保険料のところです。それ

ぞれ特別徴収、普通徴収が追加されておりま

す。担当の方に聞くと、特徴、普徴の現時点

での数を教えていただきたいというと、いろ

いろと異動があったりしてなかなか確定数値

が出ないんだというようなことも、以前に、

決算のときにもお聞きしたこともあります。

そういった意味で、特別徴収、普通徴収のそ

れぞれの、現時点で結構ですので、人数をお

教えいただきたいと思います。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 後期高齢者医

療保険につきましては特別徴収、普通徴収と

いう形で、年金からの天引きと納付書で納め

ていただくというのがあるんですけども、当

初予算等を作成する段階で、県の広域連合の

ほうから太子町の保険料は全体で幾らですよ

というふうな通知が来ます。その中で、24年

度からスタートしたわけなんですけども、こ

れまででは７割が特徴、３割が普徴という大

体の線が出ております。それで当初予算のほ

うは計上しています。ところが、総人数の中

で、この分に対応する特別徴収の人数、普通

徴収の人数という仕分けができていない関係

で、決算のときにやっとその数字が出るよう

な状況になっております。申しわけありませ

んが、今の段階でその人数が出せませんの

で、御容赦ください。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第６号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第５ 議案第７号 平成２７年度兵 

       庫県太子町墓園事業特別会計 

       補正予算（第１号） 
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○議長（井村淳子） 日程第５、議案第７号

平成27年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第７号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第６ 議案第８号 平成２７年度兵 

       庫県太子町下水道事業特別会 

       計補正予算（第３号） 

○議長（井村淳子） 日程第６、議案第８号

平成27年度兵庫県太子町下水道事業特別会計

補正予算（第３号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第８号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第７ 議案第９号 平成２７年度兵 

       庫県太子町水道事業会計補正 

       予算（第３号） 

○議長（井村淳子） 日程第７、議案第９号

平成27年度兵庫県太子町水道事業会計補正予

算（第３号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 さほど難しい質問でもない

んですけども、当初の説明のときに言われた

とも思いますが、今世の中では非常に低金

利、マイナス金利という現状で、一般の方に

してもローンの借りかえとか、早急に今検討

し始めてる状態である中で、この下水道の借

り入れ等の利子に大変大きく影響……。 

○議長（井村淳子） 今水道事業会計してま

す。 

○清原良典議員 水道にしてもね、利子の発

生に伴う関係で、この現時点でどのように当

局としては努力、交渉されたのか、その辺を

お伺いします。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 起債等の償還

につきましては、そのたびごとに決められた

パーセントで、何年償還というのが決まって

おります。当然、そういったことが変われ

ば、また見直しがあれば変更することもあり

ますけれども、一応当初のまま変更がなけれ

ば、そういう形での起債の償還ということに

なります。また、今おっしゃっているよう

に、金利が下がっているということもありま

すんで、できるだけ営業外収益として資産を

運用したりして、歳入に努めたいというふう

に考えております。 

 以上です。 
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○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第９号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第９号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第８ 議案第１０号 町道路線の認 

       定について 

○議長（井村淳子） 日程第８、議案第10号

町道路線の認定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 ちょっと参考のためにお聞

きしたいんですけども、今回のこの道路、西

には在来の町道があるんですけども、たしか

東へは抜け切ってないと思うんやけども、そ

ういう条件は何か決め事がありますね。抜け

切らないでも何メートル以上とか、総延長

ね、そこに何軒以上の住宅が建てば、別に抜

け切らないでも町道として認めるとか、例え

ば１軒だけのことで道がついても、なかなか

これは町道と、町のほうも今後維持していく

のに金がかかりますからね、その辺ちょっと

決め事があるんなら参考に教えていただきた

いなと。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 当然、西側に

つきましては６メートル道路に拡幅するのと

同じ条件で……。 

   （「聞こえへん、マイク、マイク」の

声あり） 

○議長（井村淳子） もう一度最初から。 

○経済建設部長（堂本正広） この造成につ

きましては、西側につきましては当然現道が

ありますし、そこを６メートルに拡幅すると

いうことで町道認定の対象としております

し、東側につきましても里道があります。た

だし、１メートル程度の里道ですので基準に

合う道路ではありませんので、通り抜けとい

うような形にはなりませんけれども、そちら

のほうも若干拡幅するような形で行っており

ますので、特に問題はないというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○清原良典議員 えっちょっと意味が……。 

○議長（井村淳子） 暫時休憩します。 

   （休憩 午前11時07分） 

   （再開 午前11時08分） 

○議長（井村淳子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 先ほどの説明

でちょっと誤っていましたところがありま

す。 

 東側につきましても、里道であり町道に接

しております。あと、通常ですと35メートル

の地点で車返しがいるというようなことにな

りますけれども、６メートルの道路ではそれ

も特に必要がないということであります。あ

と、通り抜けのことはありますけれども、一

応町道に接続しておるということで、通り抜

けも可能ということでございます。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 奥に昔からの町道といわれ

る里道に接しとるから、それで町の決め事に

準じて満足しとるんやというふうに聞こえる
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んやけども、そういうことでええんですか。

途中の35メートルでＵターンする箇所が普通

は要るんやとか、また６メートルあればそれ

も要らんのやとか、その辺は理解できたんや

けど、奥に車が通れる幅のない道路であるの

に、１メートル並びに拡幅して何メートルに

なるかわからんねんけど、そういうもんに接

しておれば町道として認定できるんかどう

か、そこらもうちょっと詳しいに説明をして

ほしいんですけど。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 開発の基準で

行きどまりの道路等があるんですけれども、

そういうのにつきましても、要は人間が歩行

して逃げられる箇所を必ずつくれというよう

な指導があります。ですから、行きどまりの

道路であっても、例えばどこの道路に接して

なかっても、人間が歩いて逃げられるだけの

道路と、そこからどこか新しい道路に接続し

ておれば、開発の要件としては認められると

いうことになっておりますので、当然開発で

認められた道路ということになりますと、町

道に認定するという必要が出てきますので、

今回認定に至っているということでございま

す。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 西側に当然昔から町道とい

われる道路があるんですけど、きょう現在や

ったら町道を新しく認定しようと思うたら６

メートルやね。あれ西側、６メートルありま

すか。ないですね。当然、昔もっと狭い幅で

も町道として、だんだん幅が広なっていった

んやけど、その辺ちょっと西側の道路のあり

方、わかってる範囲で説明していただけませ

んか。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 昔は、４メー

トルぐらいの道路でも町道に認定をしており

ました。時代の流れとともに、現在は６メー

トルということになってます。恐らく、現実

に場所に行ってはかってないんであれですけ

ど、４メートルはあるというふうに考えてお

ります。 

 また、今回の造成地の部分につきまして

は、全て６メートルにするという条件で開発

の条件としてなっておりますので、ちょうど

その部分だけが、住宅の建ってるところだけ

が６メートルにはなるんですけれども、そう

いう形で行っております。また、北側につい

ては若干狭くなっておるとは思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第10号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第10号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

 この際、暫時休憩します。 

   （休憩 午前11時12分） 

   （再開 午前11時14分） 

○議長（井村淳子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第９ 議案第１１号 行政不服審査 

       法の施行に伴う関係条例の整 

       備に関する条例の制定につい 

       て 

○議長（井村淳子） 日程第９、議案第11号

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定についてを議題としま

す。 

 本案については、２月24日の本会議で既に
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提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 今回、総務省のほうからず

っと通達等があって見直しされていくわけで

すけども、この行政不服審査法が全部改正さ

れたという形なんですが、全部改正されたこ

との背景と改正内容の概要をもう一度わかり

やすく説明のほうをお願いします。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 行政不服審査法が

今回全部改正されたいきさつでございますけ

れども、これにつきましては、今まで行政不

服審査の関係は異議申し立てという、いわゆ

る処分庁というんですか、実際処分をしたと

ころに直接異議を申し立てる手段と、それ

と、処分者でない方に審査を申し上げる審査

請求というものが２通りございました。しか

しながら、処分庁に直接審査を申し上げる場

合は、処分庁がなした行為でございますの

で、当然同じような裁決が下るということが

予想されるところでございます。そうした中

で、今回行政不服審査法の改正におきまして

は、いわゆる審査員というのを設けて、全部

審査請求という形で実施すると。なおかつ、

第三者機関を設置して、こういう方のもとの

判断でするということで、大きく制度そのも

の自体がさま変わりした状態です。これに伴

いまして、今回大幅な条例改正等が伴うとい

うことでございます。 

○議長（井村淳子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 審査請求が一元化されたと

いうこと、それと今回、審理員制度というの

が導入されていくということで、後の議案第

12号とか議案第20号等々と関連してくるとは

思うんですけども、その辺で一括的な質疑や

ったらしやすかったのかなとも思うんですけ

ども、１点だけちょっと確認、細かくはなり

ますが、行政の全体の手続があって、参考資

料の２の情報公開及び個人情報の保護に関す

るところは、その中の一部であるという理解

でいいんでしょうけども、この情報公開及び

個人情報の保護に関する条例の一部改正の中

には、審理員による審理や行政不服審査会へ

の諮問の手続を導入しない、適用除外だとい

うことが書いてあるんですが、それ以外の部

分では当然審理員制度を採用されると思うん

ですけど、全国の町村会のほうからの資料等

で、この審理員を採用する場合のいろいろプ

ロパー職員であるとか、非プロパーであると

かということがあるんですけども、太子町は

任用に関する条例とかはつくらなくていいん

ですか。そこだけ確認させてください。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） まず、行政不服審

査、今言う行政手続からでございますけど、

行政手続におきましては行政手続法という法

律に基づいて、それぞれ処分の理由とかそう

いうものが明示されるということで、今行政

はそういうことでやっております。 

 それから、今回行政不服審査ということ

で、審理員制度を設けて全部改正ということ

になったわけですけども、情報公開の部分に

つきましては、既にいわゆる情報公開審査会

というものがございまして、公正な第三者に

よる機関ということで審理をされておりま

す。そして、なおかつ１点だけ違う点がござ

います。情報公開審査会はインカメラ審査が

できるということで、そこではいわゆる非公

開の会議をすることになっております。ただ

し、行政不服審査法の関係の審査会は、公開

が一応原則というふうになっております。こ

れにつきましては、当然、法制度の中でそう

いうようなことが国のほうで決まっておりま

す。ただし、今現在、情報公開審査会で行政

不服のことをする場合においても、その辺の

取り扱いが違いますので、審査会条例の中で

非常に詳しく条例改正をしなければ、情報公

開審査会を行政不服審査会と同様な取り扱い

をするというようなことはできませんので、

私どもにとっては別の組織として審査会を設

けて、条例を提案しております。 

 また、審理員等につきましては、一応処分
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したもの以外の者ということで、例えば教育

委員会の処分でありましたら、町長部局のほ

うの総務課長が担当するとか、例えば町長部

局の処分であれば教育委員会が担当すると

か、それぞれ今のところは職員を考えて審理

員制度を設けようかというふうに考えており

ます。よそでは、外部の弁護士等に委託する

方法も考えられておりますけれども、私ども

の今現在考えるとこはそういうことで、特に

委員等を新たに任命するという考えはござい

ません。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに。 

 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 ちょっと部長が早口で言わ

れるので、余計わかりづらいんですけど、こ

れは新制度ということで、審査法の施行に伴

う、議案第11号はそうなんですけれど、私ず

っと、いろいろ何回も読んでみたんですが、

わかりません。それで、全部改正されて新た

な制度というか審査法ができたということな

んですが、ちょっとわかりづらい部分の第

21条第４項と、適用除外規定を新設というこ

とがあるんです。それと、第22条ですかね、

情報公開審査会の諮問、そこの部分がちょっ

とわかりづらいので説明をお願いします。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） まず、第21条の第

４項、適用除外ですけれども、これはいわゆ

る情報公開に伴う公文書の開示決定及び自己

情報の開示決定ということで、これにつきま

しては審理員制度をしないということで適用

除外、また情報公開の審査会にかけないとい

うことで、適用除外にしてる。この理由につ

きましては、先ほど申し上げたとおり、情報

公開には情報公開の公平な第三者機関として

の審議をする機関がございますので、適用除

外としたものでございます。 

 それと、第22条についても同じようなこと

なんですけども、いわゆるこれは行政不服審

査法というのは一般法でございますので、こ

れにつきましてはこういう情報公開において

も不服審査が出た場合は、当然そちらに持っ

ていくんだよということをわざわざ規定する

ために、第22条でここの情報公開に伴う不服

申立、いわゆる審査請求については情報公開

審査会に行くということを明示、規定させて

いただいたものでございます。 

○議長（井村淳子） 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 例えば、開示の決定の場

合、適用しないものを情報公開審査会の諮問

に持っていくということですか。ちょっと意

味がわかりづらい。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 一応、第21条の第

４項の中で、適用除外というふうに書かれて

いるのは、情報公開請求の中で、全てを全部

開示したり、全ての自己情報の訂正も全て認

めるという場合については、審査会に持ち上

がる必要が、いわゆる不服申し立てをされた

方の意見もそのまま飲みますので、必要性が

ないということで、まず適用除外という規定

でございます。 

 それと、下の第22条につきましては、情報

公開請求の中で不服申し立てについても一般

行政事務に対する不服申し立てでございます

ので、一応この条例の対象にはなり得るんで

すけれども、これについては情報公開審査会

でその審理を行うということで規定したもの

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑は。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 ２点ほどお聞きしたいと思

います。 

 まず１点目、堀部長、今第21条の４項って

言うたけど、第21条の４という条文じゃない

かな。そこ、訂正をお願いします。それが１

点。 

 あともう一点、従来は行政不服審査法に基

づいて処分を下した町に対して、機関に対し

て、異議申し立てとか不服申し立てをまずす

る。そして、その対応を待って、それが認め

られなかったら、太子町の場合だったら県知
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事のほうへ審査請求してたと私思うんです

ね。ちゃいましたか。その処分を下す不服申

し立て等もやった、その処分庁へ再度審査請

求してましたかね。その辺のところが私よく

わからないんです。だから、以前は太子町長

が処分を下し、それに対して異議申し立て、

不服申し立てをして、それに対して太子町長

から決定事項が来ますよね。それに基づいて

改善されなかったら、今度審査請求は上部の

県知事にしてたと私は思ってるんですけど

も。それを今回は、審査請求というものに一

本化して、異議申し立て、不服申し立てをな

くして、まずはもう審査請求をその処分庁で

第三者機関で判断してもらえということにな

ったのかどうか、ちょっとよくわからないの

で、私の考えが、言ってることが間違ってお

れば間違っていると言っていただいたらいい

と思うんですけど、そこの確認をしたいと思

います。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） まず、以前の行政

不服審査法に基づく審査の過程なんですけれ

ども、行政事務については、いわゆる処分

庁、例えば太子町が処分したら処分庁という

ものがある。ただし、その事務に対して上級

庁、いわゆるその権限を持つ上級庁がある場

合は、審査請求として、上の県知事も同じ事

務についての上級庁となり得るんなら、当然

そちらへ審査請求ができます。ただし、上級

庁がない場合は、もうそこで終了でございま

す。そして、もしそれで下が、自分が不服が

あれば、次は裁判という形、行政訴訟という

ことになります。 

 今回の改正におきましても、これにつきま

しては何ら一緒でございます。ただし、今回

異議申し立てということで、処分庁に直接不

服申し立てをするというような制度がなくな

りましたので、審査請求を行って、もしそれ

に上級庁がない場合はすぐに裁判ということ

になりますし、まず上級庁があれば、例えば

県とか別の機関があれば、そちらへ再審査請

求ができるという形になります。 

 一応、法律でもって今回不服申し立て審査

制度がこういう審理員とか第三者機関とかを

設置しますので、非常にこちらを選ぶか、例

えば直接もう裁判することもできるんです。

わざわざこういう前置主義という形を法律で

とってる場合もあるんですけど、直接もう審

理員の審議を経なくても直接裁判、出訴でき

る行政事務もございますので、それぞれは個

別の法によって決まっております。 

 そういう形でやっておりますので、今まで

と何ら変わりは、簡単に申し上げますと、例

えば県の納税事務所、いわゆる県税事務所が

した処分に対して不服がある場合、上級庁と

いうのは県知事が上級庁になります。そうい

う場合は、いわゆる上に上がるんですけれど

も、そういう場合でも、本来県の納税事務所

がした場合でも、審査員は多分、県の納税事

務所の以外のところの第三者機関が審理員と

なるという形になってますので、こういうふ

うな制度になっておりますので、御理解のほ

どお願いします。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第11号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第11号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１０ 議案第１２号 太子町行政 

        不服審査会条例の制定につ 

        いて 

○議長（井村淳子） 日程第10、議案第12号

太子町行政不服審査会条例の制定についてを
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議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 先ほどの議案との関連で、

不服審査会を置くんだと。そして、そこに委

員を３名組織するんだと書いてありますが、

すぐれた識見を有する者ということでござい

ますので、具体的にどのような職の方を町と

して考えておられるのかということが１点で

す。 

 それともう一点は、どの自治体もこういう

制度に変わっていくわけですから、広域でそ

ういう機関の共同設置をしてもいいんじゃな

いかなと私は思うんですけど、その辺はいか

がなもんでしょう。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） まず、審査会の委

員さんの話ですけれども、これにつきまして

は、法的な見識等を有する方ということで、

一応弁護士の方を予定しております。まだ条

例等が設置されておりませんので、どういう

方を委嘱するかということはまだ言えません

けれども、弁護士３名を予定しております。 

 それと、共同設置という話、非常に国のほ

うでも共同設置してはどうかという意見も出

ておりました。近隣市町ともそういうような

ことについての考え方はないか、今現在そう

いう審査会みたいなもので共同設置している

ものとしては公平委員会がございますけれど

も、そういうようなことはできないかという

ふうに思いましたけれども、それぞれ事情が

違っておりますので、今回は単独でそれぞ

れ、情報公開審査会等を利用した形での行政

不服審査会をつくられるとこがほとんどでご

ざいますので、そうした形で単独で設置とい

う形になっております。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 細かいことは総務常任委員

会のほうでお願いしたいなと思いますけど

も、全国の町村会のほうから資料が出てまし

て、行政不服審査会条例の例というやつが出

てるんですけども、この中で、細かいことは

また総務の方に、これ聞いといてなというこ

とで頼みたいなと思いますけども、この中で

大筋という形で、先ほど委員の方は弁護士３

名を予定されてるということでしたが、この

町村会のほうの委員の第３条で７番というの

があって、委員は在任中、政党及びその他の

政治団体の役員となり、または積極的に政治

運動をしてはならないと規定を設けたらどう

だというものがあるんですが、太子町はこれ

入ってませんよね、そこだけ確認します。 

 あと、大きく第５条で専門委員というもの

を配置するというとこもうたってはるんです

けど、これ太子町は全然入ってないんですけ

ど、その辺の考え方だけ。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） これにつきまして

は、今現在行政不服機関の審査法の全面改正

ということで始まったばかりの制度というこ

とで、専門委員が必要かどうかということに

つきましては、まだ今後の検討課題かなとい

うことで条例には規定しておりません。 

 それと、いわゆる政治的な中立制度、中立

性ということをわざわざうたってないのです

けれども、これについてはもちろん委員の委

嘱の際におきまして、政治的な中立性という

ものにつきましては確認させていただいて、

任命行為をしたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに。 

 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 有識者、先ほども出ており

ましたが、審査会のメンバー３人ということ

で委員さんはわかりましたが、やはり３人で

行政不服審査会、いいのかな、ほかの審議会

はほとんど10人とかありまして、３人の中で
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の会長が決まり、それから会議の中の委員の

２分の１以上が出席しなければ会議が成り立

たないんですけれど、ちょっとこれについ

て、座長を決めて議長を決めて、あと２人。

ちょっとおかしいんではないかなと。内容的

に、全体を見て。そこちょっと疑問に思いま

すので、これでいいのかどうか。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） これにつきまして

は、国に行政不服審査法という法律がござい

ます。国のほうでも同じようにこういう審査

会を設置するんですけど、国の場合、案件数

が多いんですけれども、９人でございます。

それで、３人１組で、いわゆる３セットとい

う形で審査を行うということになっておりま

す。我々のほうにしましても３人ということ

で、太子町ですので、現在行政不服のこうい

う審査請求が出るのは１年に１件あるかない

かということで、今の現状でいくとそれぐら

いの程度でございますので、これでいいのか

なと。 

 それと、国の制度を合わせまして３人とい

うことで、確かにおっしゃるとおり、例えば

座長がおって、ほかの２人がおってというこ

とになると、非常に審査が偏りやすいとかと

いうふうに思われると思いますけれども、こ

れについても公平な立場での法的な審査をや

っていただきますので、例えばそれによって

大きく左右するというようなことはないのか

な、全会一致で決めていただけるのではない

かなというようなことを考えております。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第12号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第12号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１１ 議案第１３号 太子町人事 

        行政の運営等の状況の公表 

        に関する条例の一部を改正 

        する条例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第11、議案第13号

太子町人事行政の運営等の状況の公表に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。ございませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第13号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第13号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１２ 議案第１４号 職員の勤務 

        時間等に関する条例の一部 

        を改正する条例の制定につ 

        いて 

○議長（井村淳子） 日程第12、議案第14号

職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 前もって、私の理解が間違

とったらお許しください。それは謝ります。 

 今回、学校の職種がいろいろと種類が変わ

ったんだということで今回この改正をしてい

くんだけど、太子町の職員の勤務時間条例に

支援学校とか、それから小中一貫校の関係で

働く職員の方が出てくるんだと思うんだけ

ど、太子町には現実にそういったものがない

のに、何ゆえ今回その改正をしなければいか

んのかな。そういったものができた段階でや

ればいいんじゃないかなと思うんだけど、標

準条例みたいなもんがあって、それに準じて

改正してるのかどうかわかりませんけど、何

ゆえ今の時期にこれをしなければならんのか

なということがよくわからないので、お教え

いただきたいと思います。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 法律なり条例とい

うものは、どういう事態にも対応できるよう

にということで、事前事前に改正等含めて行

っているのが立場かなということだと思いま

す。確かに、今現在義務教育の前期課程と

か、特別支援学校の小学部というのは、対象

の方がいらっしゃるかどうかはちょっと私は

把握しておりませんけれども、そういう方が

もしおられたときに、その人の勤務状況とし

て早出を希望された場合に、この規定がなけ

ればそれができないということになってま

す。それについては、小学校へ通う子供を持

ってる職員との比較で考えますと、不公平を

感じるというようなことを思いますので、今

回、国の制度がこのような形で変わりました

ので、同じように制度改正を行ったというこ

とでございます。御理解のほどお願いしま

す。 

○議長（井村淳子） ほかに。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 御理解はできんのやけれど

も、県費負担の教職員であっても、太子町の

小・中学校に勤務しとったら太子町教育委員

会から太子町の職員としての任命辞令も出て

ると思うんですね。そういった場合は、こう

いったことが対象になるかもしれんけれど

も、太子町にない学校の種類の職員のことま

で何で今ここでせなならんのかなというの

が、ちょっと私よくわからないんだけど、再

度御説明をいただきたいと思います。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 第８条の２の第１

項第２号に書いてあるのは、あくまでも小学

校またはそういう前期課程とか、また特別支

援学校の小学部に在学している子供という意

味なんで、いわゆる職員がそこで働いてると

かそういうことではないので、あくまで子供

がそこへ行かれてる場合に、親となる職員が

どうしても早出、遅出をしないと育児に支障

があるという場合に、この制度を利用するも

のでございますので、太子町の職員において

も、そういう方の子供さんができる場合もご

ざいますので、当然規定しておくべきかなと

いうふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第14号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第14号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１３ 議案第１５号 非常勤の職 

        員の公務災害補償等に関す 

        る条例の一部を改正する条 

        例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第13、議案第15号



－171－ 

非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題

とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第15号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第15号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１４ 議案第１６号 太子町証人 

        等に対する実費弁償に関す 

        る条例の一部を改正する条 

        例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第14、議案第16号

太子町証人等に対する実費弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題

とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第16号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第16号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１５ 議案第１９号 太子町税条 

        例等の一部を改正する条例 

        の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第15、議案第19号

太子町税条例等の一部を改正する条例の制定

についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 これも大筋ということで、

今回地方税法による徴収の猶予の制度の見直

しと町税の条例の改正になってるわけですけ

ども、その辺の徴収の猶予の制度という形の

背景、これができた背景と今回の見直しにつ

いての概要をもう一度わかりやすくお願いし

ます。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 今回、条例の規定

の中には徴収猶予を初めて規定させていただ

いたんですけれども、これまで地方税法の中

にはもともと徴収の猶予という規定はござい

ました。そうした中で、条例化することによ

ってよりわかりやすくするということで、今

回地方税法の改正の中で、条例規定事項とし

て定められたものでございます。そうした中

で、ある程度の期間の見直しとか、そういう

ものが今回行われたもので、制度的には既に

現在やっている制度と余り変わりはございま

せん。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 
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 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第19号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第19号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１６ 議案第２０号 太子町行政 

        不服審査関係手数料条例の 

        制定について 

○議長（井村淳子） 日程第16、議案第20号

太子町行政不服審査関係手数料条例の制定に

ついてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 ずっと不服審査会に関して

質疑しますが、ここに審理員とか審査庁及

び、第三者機関は今言われたのかなと思うん

ですが、ここの文言について余り説明がなか

ったかのように思いますので、そこだけ説明

をお願いします。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 行政不服審査法の

関係でございますけれども、審理員というの

はいわゆる個人なり、その職の人を指してお

ります。それと、審査庁というのはそこの審

査をした団体というんですか、例えば総務課

が職務をした場合は総務課が所属している太

子町が処分庁になって、審査庁は例えば、総

務課が処分したことについては、今予定では

教育委員会にお願いするとかというふうに話

をしましたので、教育委員会のどこどこ課長

が審理員になる。そうすると、その審理庁は

どこになるかというと教育委員会になるとい

うような形で定義をしております。そういっ

た分で御理解のほどお願いします。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第20号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第20号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１７ 議案第２１号 太子町福祉 

        医療費助成条例の一部を改 

        正する条例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第17、議案第21号

太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 これは、子供の医療費の無

料化を６歳まで引き上げるというふうに説明

いただいたんですけど、子供の医療費無料化

をすると、国からの補助金の減額措置がある

というふうなことをちょっと聞いたことがあ

るんですけど、そこら辺はどうなっているの

かなというのをお願いします。 

○議長（井村淳子） 三木課長。 

○町民課長（三木孝秀） 国民健康保険の関

係におきまして、原則、健康保険については

負担割合というのは決まっておりますので、

それに上乗せして別途地方が助成するという

制度でございますので、国民健康保険のほう

で補助金のほうが減額されるという措置がご
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ざいます。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第21号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第21号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１８ 議案第２２号 太子町国民 

        健康保険税条例の一部を改 

        正する条例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第18、議案第22号

太子町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 国民健康保険税の条例の改

正の件ですが、今回かなり英断をもってやら

れたなという形で評価はしたいと思うんです

が、結局、税の総額が減少して、また後ほど

議題になってくる特会の予算のほうにも関係

するんですけども、今回これで総額としては

減るわけです。すると、１人当たりの税額と

か、１世帯当たりの税額とか幾らぐらい減る

のかという形で、資料もあったかと思うんで

すけれども、再度、現時点で確認されておれ

ば答弁をいただきたいと思います。 

○議長（井村淳子） 三木課長。 

○町民課長（三木孝秀） 現在、１人当たり

保険税を減額しまして、町の試算としまして

は、年間8,385円、１人当たり保険税につい

ては減額になるというふうに試算をさせてい

ただいております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第22号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第22号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１９ 議案第２３号 太子町介護 

        保険条例の一部を改正する 

        条例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第19、議案第23号

太子町介護保険条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第23号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第23号は福祉文教常任委員
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会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２０ 議案第２４号 太子町指定 

        地域密着型サービスの事業 

        の人員、設備及び運営に関 

        する基準等を定める条例の 

        一部を改正する条例の制定 

        について 

○議長（井村淳子） 日程第20、議案第24号

太子町指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準等を定める条

例の一部を改正する条例の制定についてを議

題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第24号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第24号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２１ 議案第２５号 印鑑の登録 

        及び証明に関する条例の一 

        部を改正する条例の制定に 

        ついて 

○議長（井村淳子） 日程第21、議案第25号

印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第25号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第25号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

 この際、暫時休憩します。 

   （休憩 午前11時57分） 

   （再開 午後１時00分） 

○議長（井村淳子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２２ 議案第２６号 太子町空き 

        家等の適正管理に関する条 

        例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第22、議案第26号

太子町空き家等の適正管理に関する条例の制

定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 この空き家の条例に関して

は、これまでにも何回か一般質問等でさせて

いただいたことがあるんで確認しますが、以

前一般質問のほうで、自治会を通じてアンケ

ートをとるっていうことをお答えいただいて

おるんですけども、実際にアンケートをとら

れてどんなふうな調査を行われたのかなとい

うことを確認したいことと、そのときに、も

う一点、国の措置法の第７条に市町において

協議会を定めることができるというふうにあ

って、この協議会を条例制定の検討に向けて

同時につくっていくのかっていう質疑をさせ

ていただいたんですが、そのときの答弁等々

を踏まえながら、今回第13条で審査会の設置



－175－ 

ということがうたわれておりますが、この審

査会が協議会ということで認識してよろしい

でしょうか。その２点をお願いします。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 一般質問で答

弁させていただいた内容で、若干勘違いして

た件があるんで、ここで訂正をさせていただ

きます。 

 先ほど首藤議員がおっしゃったように、第

７条で協議会を設置、組織することができる

とありますけれども、これについては空家等

対策計画の作成及び変更並びに実施に関する

協議を行うときには協議会をということで、

条例制定についてはあくまでも国の法律に基

づいて、町の行うような内容を制定するの

で、町のほうでまず制定させていただきまし

た。 

 あと、協議会のことですけども、審査会と

はまた別で、審査会は審査会として、その空

き家が危険な空き家であるかというようなこ

とを審査するものでありますので、協議会と

はまた違います。 

 あと、アンケートの件は課長のほうから答

えます。 

○議長（井村淳子） 八幡課長。 

○まちづくり課長（八幡充治） アンケート

につきましては、一応各自治会の長を通じて

アンケートを出させていただいて、そこで判

明したことは、約300軒程度の空き家がある

ということがわかったと。それから、空き家

にも、以前から申し上げてるとおり、管理不

全の空き家と、それから通常新興住宅地等で

高齢者が亡くなられて、相続人も存在します

けども空き家として未活用の空き家、管理は

されてるけども空き家という、いろんな地域

地域によった現状がわかってまいりました。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 今首藤議員から質問があっ

た分で、あと一点だけちょっとお聞きしたい

んですけど、太子町も300近い空き家が存在

するということで、この条例において空き家

除去後、跡地を有効利用、整備、費用に関し

一部補助とあるが、有効の利用とはどのよう

な範囲のものなのか、これは何を言ってるの

か、この件についてお聞きしたいと思うんで

すけど。 

○議長（井村淳子） 八幡課長。 

○まちづくり課長（八幡充治） まず、この

空き家条例の中の最後のほうになるんですけ

ども、第20条の中で、空き家等の所有者が当

該空き家等を除却するとき、また自治会が空

き家等の跡地を地域住民が有効利用できる広

場等に利用するときには、町長は補助をする

ことができるというふうに定めさせていただ

いておりますが、基本的には空き家として解

体の必要性のある不良空き家というものをと

りあえず解体する補助をしましょうと。それ

からプラス、そこの跡地を自治会等で活用し

ていただける、例えば公開空地であったり、

防災上避難場所であったり、延焼防止の効果

がある場所であったり、それから公園として

活用してもらったり、そういうふうな地域で

利用計画を立てられてやられるんであれば、

補助をしましょうという趣旨でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 ２点ほどお願いいたしま

す。 

 先ほどの関係なんですが、俗に言う不良空

き家、管理不全の空き家なんですけれども、

先ほど課長が助成措置のことをおっしゃいま

したけれども、やっぱり所有者はいてはるわ

けですから、所有者に対して最初はずっとこ

の手続に沿ってアプローチをかけていくとい

うことで、最終的にいろんな条件はありまし

たけれども、いよいよ代執行せないかんなと

いう、本人がどうしてもできない場合、代執

行していかないかんなという場合が生じるか

もしれません。現実に私とこの近くのところ

にはそういうおうちが１軒あるんですけど
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も、そうすると、先般も和歌山県の那智勝浦

町のことがテレビで取り上げられてましたけ

ども、費用は請求するんだと言いつつも、恐

らくお支払いはできないことが十分想定でき

るんですけども、そういった場合に、もとも

と未利用の土地ですから、土地を行政に代物

弁済みたいな形で、行政に土地で払うよとい

うようなことも、私は場合によっては生じて

くるんかなと思ったりもするんですけど、そ

ういったことはお考えかどうかという点をお

聞きしたいのが１点と、それから先ほども

今、平田議員に対する御答弁の中で、自治会

が何か解体の主体組織になるようなことに私

聞こえたんですけども、空き家の跡地を整備

する場合は確かに広場等で自治会の要望とい

うのは出てくると思うんですけども、解体自

体が自治会のほうからはいろいろと御要望が

上がってくると思うんだけど、自治会が解体

の主体にはなれるんかなというのがちょっ

と、その辺のところが私よくわからないんで

すけど、以上２点お願いしたいと思います。 

○議長（井村淳子） 八幡課長。 

○まちづくり課長（八幡充治） まず、最初

の質問に対しましては、基本的には建物の所

有者っていうものは管理責任が当然あって、

管理保全を個人で適正にするというのは当然

責務であります。ただし、我々行政で今回新

条例を設定するのに当たりましては、どうし

ても理論武装では指導勧告ではなかなかうま

くいかない。そういう場合に、例えば収入も

ない、それから管理能力もない、そういった

場合に、住民の隣接した家屋にお住まいの

方々の環境をどうやって守っていくんだとい

う中で、いろんな事例を調査してやったこと

なんですけども、その結果、１つはまずは指

導助言をしますと。指導助言については、通

常今まで我々やってるような指導助言を行い

ます。その次に勧告をします。その次に命令

をします。勧告して命令をすると。その命令

をする段階においては、審査会の意見を聞く

というふうになってます。命令をして聞かな

い場合には、公表をしますという形に順次上

がっていくんですけど、その次には今さっき

言われたように代執行の措置になるんですけ

ども、基本的に今回の空き家条例の助成事業

に関しては、個人が所有されて解体をする段

階において、管理不全な状態の住宅に対して

指導助言をして、そしたらその持ち主の方が

解体をしますと、指導助言に沿ってやります

と言った場合には補助金を上限200万円のう

ち、３分の２を出しましょうというふうな考

え方でございます。それで、それを従わず

に、勧告をされて命令措置をとられて公表さ

れたと、その方については、今申し上げた補

助金は当たりません。だから、200万円の助

成の対象にならない。あくまでも指導助言の

段階で、要は環境保全に努めていくという姿

勢を見せた方に限って200万円の助成をする

ということが、一応県のほうの基本条例の中

で、我々県でつくってる協議会の中での方針

であります。 

 それから次に、先ほど言われた所有者が来

られて自治会が解体をするのかという話です

けど、そうじゃなくて、あくまでも個人の方

が解体をするということです。それに対し

て、今言ったように、管理不全な住宅を指導

助言をして解体をしてもらう。解体をして、

その跡地を自治会が借地で借りて整備をする

場合には、20万円の上限で補助金を出しまし

ょうということで進めて、よりあいた土地が

有効活用していただけるようなことでない

と、なかなかあいたところがまた放置された

状態では、管理上それからまた環境上もよく

ないという判断で、今２つの助成案をつくっ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） 課長、土地で払うとい

うっていうようなケースはあるんですか。 

○まちづくり課長（八幡充治） 次に、行政

代執行まで行った場合には、基本的にはかか

った費用分は、当然その所持者に対して請求

はするんですけども、そこで払う能力がない

と。土地は所有してて登記もされてるという

場合は、所有差し押さえをして、その分を売
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却してそれを回してもらうということに関し

ては、また法的な手続へ移っていくと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 前段はよくわかりましたけ

れども、そういった換価処分をしてまでじゃ

なくて、本来は自分が管理せないかんのだけ

ども管理できない、いろんな諸事情があると

思います。ですから、土地で実際要った費用

は本来請求されるわけだけど、それすら払う

力がないんだから土地でもう代物弁済します

わと、土地を町にそれで支払います、そして

それを町が売るなりするとか、もしくはいい

意味で活用されるとか、そういった意味をし

てくださいよという合意事項、契約になるの

か、もしくは協定になるのかわからないけど

も、そういったことを十分事前に話をしとけ

ば、後はうまくいくんかなと思ったりもする

んですけど、そういった意味での合意に基づ

いての分です。それはどうでしょう。 

○議長（井村淳子） 八幡課長。 

○まちづくり課長（八幡充治） それについ

ては、今現在のところ考えておりません。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 債権の代物弁済と

いうことは、行政の中では認められないとい

うふうになっております。したがって、いわ

ゆる解体費用の債務を背負った方に土地で償

還してもらうということは、今現行制度では

できません。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 自治会からアンケートをと

られたのも割かしまだ新しい、日がたってな

い状況で、いつもゆっくりしとう太子町が割

かし早い条例の制定をやったなと感心しとん

ですけども、前回の説明のときにも町内約

300軒ぐらいあると。しかし、早急に、先ほ

ど言われたように、倒壊のおそれというんか

和歌山県でニュースまで出たような同様のも

のは沖代のほうに１軒あると聞いたんですけ

ども、私これ以外に、私もいろいろかかわっ

て、苦情をすごく聞くんですね、空き家の隣

りの方から。ほんで、直接よう言わへん人

が、こういうときに議員並びに自治会の役員

やということで、どんどこどんどこ言うてく

るわけなんやけども、結局強制力がないか

ら、それと伴うて税の面で、やっぱり上に物

が建ってるということは、200平米以下なら

６分の１に軽減されとんやね。しかし、国の

ある面では、それを一日も早うに６分の１の

軽減策を撤廃しようというんかな、ちょっと

言葉にあやがあるかもわからんのですけど

も、そういうことをせんと、今300軒の中の

１軒が危ういですよと。ほな、どんどんどん

どん300軒がもう古うなってくるわけや。だ

けど、強制力がないから、持ち主は税金６分

の１のほうが当然助かるわけや。だから、小

動物が出入りしたり、いろいろと御近所、特

に隣りの方は常に火の心配をされとるわけ。

だから、できれば私これにやはり早急に対処

せんと、税金も同じように高くなりますよと

いうふうなことがちょっとここに転嫁されと

けばよかったんかな。これに転嫁されても別

途そういうふうな条例の制定を一日も早くす

るほうが、本当の空き家対策になるんやない

かと思うんですけども、その辺はいかがお考

えですか。 

○議長（井村淳子） 八幡課長。 

○まちづくり課長（八幡充治） 御存じのよ

うに、今おっしゃられたように、国のほうの

空き家の減少が進まない１つの理由に税の問

題も上がってます。それを廃止しようという

方向の話も聞いております。ただ、我々がア

ンケート調査している中では、大体ヒアリン

グをした中では、１つは最初言ったように、

管理を放棄してしまってる。相続の問題とか

いろいろあって、売るにも売れないようなや

やこしい土地であるとか、そういうようない

ろんなケースがあります。もう１つは、新し

い新興住宅地等で、核家族化が進んで、亡く
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なられて子供さんがもう遠方におられて、家

を貸したいとか売りたいとかと思ってるけど

もなかなかそれが進まないような方、それか

ら田舎の農家とか、そういう調整区域の集落

の中で継承者がいないと、そういうような場

合、それぞれやっぱり対処策が違うと思うん

です。我々考えてるのは、空き家バンクって

いうのは今我々つくってませんけども、不動

産のほうで空き家の流通を利活用していくよ

うな方策、それと管理放棄されて環境上非常

に問題がある住宅を解消していこうという除

却事業、それから今おっしゃったように、例

えば空き家を、売るということも当然ありま

すけども、古い調整区域であれば公民館の改

修等でＵターンで帰ってきてもらうとか、都

市で住まれる方がそこへ住んでもらうとかっ

ていうような、過疎のほうではよくやってま

すけど、そういうような施策をいろいろやっ

てるので、そういうものと今後状況を合わせ

ながら考えていきたいと思ってます。まず

は、一番に急ぐのは倒壊したら両隣に危険が

及ぶような住宅をどうやって早くなくすかと

いうことに一番傾注していきたいというふう

に思ってます。 

 税の問題については、なかなかここで決め

られる問題でもないですし、条例にうたえる

ものでもないんで、それは今後の検討課題に

させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 あと、先ほどの説明の中

に、県からの補助金が上限200万円ってたし

か言われたと思うんやけど、その辺もうちょ

っと詳しいにお聞きしたいんですけども。昔

は、家の解体っていうたら本当に坪１万円超

えるぐらいでできよったのが、私もちょっと

仕事を離れてから業界のことがわからんよう

になっとったんやけど、ちょっと聞いたとこ

ろ物すごくはね上がっとんやね。それは、産

廃関係の処分料がとにかく高騰しとると。ほ

んで、木造でも坪１万円ちょっとやったやつ

が今坪３万円、鉄筋であれば坪５万円、６万

円っていうふうな話を聞いたんですよ。だか

ら、そういう中で県の補助金が上限200万円

って言われたのが、ちょっともう少し詳細を

聞きたいなと思いまして、お願いします。 

○議長（井村淳子） 八幡課長。 

○まちづくり課長（八幡充治） そのとおり

でございまして、今解体費に関しては、東北

大地震とか、それからそういう関係もあっ

て、解体の相場っていうのがどんどん上がっ

ていってまして、２万円ぐらいのものが２万

円以上になってきてます、木造でですね。そ

れで、今我々の想定してるのは、大体事業費

のマックスが200万円ぐらいを、50坪ぐらい

の家であったり45坪ぐらいの家だったり、そ

ういう中で200万円ぐらいは国のほうも想定

してます。それで、大体負担割合が、国が３

分の１、66万6,000円、県が６分の１、33万

3,000円、町が６分の１、33万3,000円、所有

者が３分の１、66万円ということで、負担割

合が、大体国が３分の１、県が６分の１、町

が６分の１、所有者が３分の１というふうに

なってまして、補助金としては全体の３分の

２が公的補助金がもらえると。あくまで上限

ですけどね。そういうふうに一応なってま

す。 

 そういう施策の中で、今我々は年間に２軒

程度を見込んでいこうというふうに思ってま

す。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第26号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 
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○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第26号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２３ 議案第２７号 太子町下水 

        道条例の一部を改正する条 

        例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第23、議案第27号

太子町下水道条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第27号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第27号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２４ 議案第２８号 太子町消防 

        団員等公務災害補償条例の 

        一部を改正する条例の制定 

        について 

○議長（井村淳子） 日程第24、議案第28号

太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題としま

す。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第28号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第28号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

   （休憩 午後１時24分） 

   （再開 午後１時25分） 

○議長（井村淳子） 引き続き会議を開きま

す。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２５ 議案第２９号 平成２８年 

        度兵庫県太子町一般会計予 

        算 

○議長（井村淳子） 日程第25、議案第29号

平成28年度兵庫県太子町一般会計予算を議題

とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 100ページですけども、保

健福祉会館の管理費についての節17公有財産

購入費、御存じのように保健福祉会館、駐車

場西側は借地で、駐車スペースも小さかった

んですけども、以前担当課長のほうからこれ

についてお伺いしましたら、借地のままでは

植栽等もあり、非常に再整備がしにくいんだ

ということで伺っておりました。いよいよ購

入ということになりましたので、いや、そし

たら購入をされて１台当たりの駐車区画を広

げるような、そういう形をとられるんかなと

いうふうに改めて思うんですが、これについ

てはどうでしょうか。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） おっしゃるよ

うに、借地でありましたのでなかなかさわる
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ことができませんでした。このたび、駐車場

の用地購入費を計上させていただきまして、

地権者の方とはこれから交渉を始めるところ

でございますが、町有地になりますと、もう

少し――どういうんですか、今の状態が軽四

自動車で行かれてもなかなか駐車に厳しい幅

とかあれがありますので、それを少しでも広

く、もう一度区画を再編し直してとめやすい

ようにできたらなという思いもありまして、

今回こういう形でさせていただこうとしてる

んですけども、なかなか購入が終わりまして

すぐにというわけにもいきませんので、保健

福祉会館の改修の時期とか、そういうとこと

かで利用させていただいて、できるだけ早目

に対応できたらと考えております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 そしたら、28年度というの

は、そういうような形ではできないというこ

とですかね。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） はい。28年度

につきましては購入のみということで計画さ

せていただいてます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 １点だけ確認させていただ

きます。 

 14ページ、町民税の法人のところですけど

も、一般質問のときにも少しふれたんです

が、昨年度まで平成27年も26年も25年も、当

初予算では551社で、今年度、新年度には合

計で９号から１号まで全部で561社、プラス

10社が計上されてるんですけども、最初緩や

かな景気回復というふうな説明があったんで

すが、法人の合計数がプラス10社、法人数の

増加及び国のほうも景気回復ということをう

たわれておりますけども、今後世界の経済も

いろいろ不安定な要素もあったりして、どん

なふうに転ぶか、こればっかりはわかりませ

んけども、とりあえず当初予算のほうでプラ

ス10社にされてる、プラス材料になってる要

因っていうんですか、その辺をもう少し具体

的にお願いしたいと思います。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 法人数の数におき

ましては、特に１号法人ということで一番小

さな会社ですけど、これについてはなくなっ

たりできたりということで、非常に頻繁に、

その年度その年度で異動がございます。今回

10社増えてるというのも、そういう意味合い

での異動ということで、27年12月現在では

573社が今現在あります。そうした状況で、

今回561社ということで会社数を設定させて

いただいております。まち・ひと・しごとに

よる中での法人数の増加というんは、あくま

でも仕事で雇用につながるという意味合い

で、ＫＰＩということで指標目標を立ててお

りますので、通常こういうような自然的な廃

止また成立とかというものについてまで検討

の中には含めておりません。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 プラス10社のほうの説明は

理解できたんですけど、法人税自体の景気回

復等々の経済的な状況、太子町内の状況とい

うところだけお願いします。 

○議長（井村淳子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 失礼いたしまし

た。税割で2.4％、約250万円ほどの増加で予

算を組ませていただいてます。若干ながらで

すけども、景気回復しております。ただし、

これについても、町民税についても御承知の

とおり、前年度に対する課税の部分と、この

部分につきましてはまた法人税割の減額等も

ございますので、それも踏まえて、まだ予断

の許さない状況かなというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに。 

 森田眞一議員。 
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○森田眞一議員 116ページの短期交付金の

関係なんですけれども、説明で聞かせていた

だいたときに、放課後児童健全育成事業補助

金で963万6,000円の予算が組んであるんです

けれども、これＮＰＯ法人姫路ＹＭＣＡでな

さるということでの補助金というふうに説明

があったかと思います。これは、最初にする

設備の整備のための補助金なのか、それとも

運営の補助金なのか、毎年こういうようなも

のが出てくるのか、その辺ちょっともう少し

説明いただけませんか。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） このたびは、

ＮＰＯ法人姫路ＹＭＣＡの民間学童保育園と

いうことで、最初の部分については整備費が

一部入っております。それと、実際の運営経

費になっております。実際には、家賃につい

てもこの分が補助の対象になっておりますの

で、引き続きずっと借りられていかれる場合

につきましては、家賃については毎年、運営

費とともにこちらのほうから補助をしていく

ような形になろうかと思います。 

○議長（井村淳子） 森田眞一議員。 

○森田眞一議員 今回は整備費が一部入って

おるということで、これは九百云々の金額に

なってる。実際、整備費は一体どれぐらいな

んですか。というのは、家賃とか運営費の補

助金がこの中に含まれとるとなると、毎年出

てくるわけですが、それが一体どれぐらいに

なるわけですか。何で20名ぐらいの対象者を

やるというふうに聞かせていただいたんです

けども、20名でどれぐらいの補助金が計画さ

れてるのかちょっと知りたいので、その辺の

内訳をお願いできませんか。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 20名を受け入

れるということで整備をかけていくような状

況なんですけども、詳しい資料をちょっと持

ち合わせておりませんので、予算委員会のほ

うでお答えをさせていただくことでよろしく

お願いします。 

○議長（井村淳子） 森田眞一議員。 

○森田眞一議員 了解です。よろしくお願い

します。 

 それからもう一点、148ページの、同じく

都市計画総務費の、先ほどの条例の問題であ

りましたけども、負担金・補助及び交付金の

ところで、一番最後の老朽危険云々の286万

4,000円、大体今課長の答弁では年間２軒ぐ

らい考えていきたいなというような話だった

んですけど、これ一体、６分の１の町の持ち

出しの補助金でやったら、二百八十何万とい

うのはかなりの金額になってくるんだけれど

も、これはどういうふうな考え方でこの金額

が出てるんでしょうか。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） これにつきま

しては、３分の２全体を町のほうから支出し

ますので、国と県の分と町の分を合わせて支

出しますのでこういう金額になっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 私、予算委員会に出てるん

で、質問というのは差し控えるということに

なってるわけなんですけど、202ページの中

で関連してちょっとお聞きしたいんですけ

ど、総合公園の敷地内にあるトイレ、テニス

コートとか駐車場、それと総合公園の中のト

イレ、３カ所ございますね。そのトイレに対

して身障者の方が間の日――間の日はあいて

るから不自由はないんだけど、休みとか、例

えば休日前とか夜、また朝、散歩されたりす

るのに、トイレに入ろうにも入れないと。こ

の間、苦情を私ちょっと聞いたんですけど、

修理中だということで、看板がドアのところ

に上げられて、実際は何もべっちょないのに

閉めてるという、そういうことをちょっと聞

いたもんで、確かに夜間とか休みの日なんか

あけておれば、当然施設を破損されたりと

か、例えば水の使い方、また電気の使い方、

それによって削減するという意味から、これ
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も見ましたら214万円ですか、電気代とか上

下水道料なんか見ますと、かなりの金額にな

るわけなんですけど、そういう理由の中でそ

ういうふうに閉められているのか、それとト

イレとなれば公共の、どうしても必要に応じ

たトイレをつくられているのに、使おうとし

たとき使えないというのであれば、当然これ

効力を果たしてないということになりますん

で、これがどうなのかということを、予算委

員会でなくきょう聞いておきたいと。急を要

することですから、予算委員会がまだあと

17日以降――か15時ぐらいまでになりますか

ら、そのように散歩で来られる人とか住民の

方たちがかなり困ってるということですの

で、その件についてはどうなのか、この場を

おいてお聞きしたいと思うんですけど、説明

いただけますか。 

○議長（井村淳子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 総合公園のトイレ

の使用というか、身障者に対しての使用方法

でございますけども、言われるとおり、故障

ということで張り紙をしておって、実際は使

えるということが、つい最近、住民の方から

のお電話によってそういうことが入ってきた

ということで、すぐに職員が行きまして、そ

のことについては対処をさせていただいてお

ります。 

 それと、夜の利用でございますが、それに

ついては総合公園も９時ぐらいまであいてお

りますが、それ以降は当然深夜でございます

ので使えないという、そういう状況でござい

ます。実際にそういった身障者の方々が深夜

までというところが、実際使ってるのかどう

かというのは、その辺はちょっとまた現場の

ほうと確認をさせていただいて、今後そのと

ころについては検討させていただきたいなと

いうふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 身障者の方というのは、当

然朝晩散歩するということは少ないと思うん

です。でも、やっぱりその前を、例えば東、

西行き来する方がおられる。総合公園に行っ

たら、ああトイレがあるからということで行

かれる方が多々おると思うんですよ。そうい

うことからして、やっぱり町の公共施設であ

る限り、そういう配慮は当然してなかった

ら、何のために身障者のためのトイレを建て

てるんだということになりますから。やっぱ

り、故障とかいろいろ問題は生じると思うん

ですよ。故意的に悪いことをしたりする人も

おると思います。でもやっぱり、それは町の

施設である限り開放的にするというのが当

然、何か持ち帰りするようなものは多分ない

と思うんですよ、トイレの中には。せめて、

トイレぐらいは太子町としては開放していた

だきたい。それだけは。晩になったら閉める

っていうのはそんな、ちょっと合法的じゃな

いかなと私は思うんです。そういうことで、

ぜひ開放できるという状態でお願いしたいと

思うんですけど、それいけますか。 

○議長（井村淳子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 開放という御意見

もあるんですが、実際には総合公園のほうの

トイレも深夜にトイレのほうを壊されたとい

う事例もございます。そういったところも含

めて、今後ちょっと検討したいというふうに

思います。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 ２点お伺いします。 

 参考資料っていうんですか、予算審議資料

をいただいております。それの５ページで

す。 

 本年度の、きれいに分析していただいとん

ですけども、それ見ますとやっぱり人件費、

扶助費、公債費ですね。義務的なもの。人件

費は減ってるとはいうものの比率も高うござ

います。そして扶助費等も大きく伸びており

ます。そして、他会計への繰出金も伸びてお

りますという形で、39億円台、40億円を切る

税収でもって、約107億円の予算を組んでい
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くのは大変やったやろうと思いますし、これ

を見ていくと歳出の性質別を見ますと、本当

に義務的なものとか、毎年しなければならん

ものをずっと引いてきたら、自由に使える金

というたらほとんどなくて、柔軟性が極めて

乏しくなってきてるなと思うんですけども、

そういったことについて見解をお聞きしたい

と思います。 

 それと、予算書の一番最後です、公債費の

残高です。確かに、今年度から増える傾向が

あるんだけど、ごめんなさい、前年度やね、

27年度から増えてくるわけですけども、当該

年度中の増減を見ても、償還していくものよ

り発行が、特にエコロとか西播磨消防です

か、それから土木の関係の都市公園、これ見

ても負債を発行してどんどんやっていく事業

を選択しているから、それはやむを得んのか

もしれんけども、そういった意味で、当該年

度、この新年度が終わった段階でまた増えて

いくという形で、これ本当に大変なことやな

と思うんですけども、そういったことについ

て、財政を担当してる部長、課長、見解をお

聞きしたいと思います。 

○議長（井村淳子） 財政課長。 

○財政課長（森川 勝） まず１点目の参考

資料の性質別の内訳表をごらんいただいて、

当然義務的経費なり、それらの経費がかなり

増えております。公債費も増えてまいります

し、当然扶助費の増、今回7.4％前年度と比

べて増えております。それとはまた別に、今

年度は補助費等というのがございます。これ

につきましては、認定こども園とかそういっ

たものの補助についてもかなり、これは経常

的な費用ではございませんけども、若干増え

ております。こういった経緯を踏まえまし

て、今後まだまだ経常経費、ある程度の伸び

は財政面としては考えております。ただし、

当然それに見合う何かを歳出面で考えるな

り、歳入面も考えながら、適正な財政運営が

できるように、今後気をつけてまいりたいと

考えております。 

 それともう一点、206ページの公債費のほ

うです、元金が増えてまいります。この

3,800万円ほどの増の主な理由は、26年度

債、新庁舎ですね、そちらの元金が始まって

まいります。これに伴う増、それから消防の

ほうで高性能の指令台のほうです、そちらの

ほうの起債の残、元金償還が始まってまいり

ます。これらによって今回増となっているも

のでございます。 

 いずれにしましても、今後、27年度多額の

起債を起こすことを、まだ実際には借入先等

はわかっておりませんが、起こすことを予定

しております。当然、財政シミュレーション

をしながら財政破綻、こういうことは絶対な

いと思っておりますが、それぞれの収入、支

出、歳入、歳出ともに検討を加えながら、財

政指標を１つ１つ留意しながら、今後財政運

用をしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 132ページ、目３農業振興

費、節19負担金・補助及び交付金ですけど

も、昨年11月にここの庁舎で農産物直売所、

一般質問でも私させていただきましたが、ス

タートしましたが、「広報たいし」11月号に

そのことが掲載してあっただけですね。あと

それ以後、それについての周知は「広報たい

し」では載ってないしということで、この立

ち上げの趣旨が、11月号の「広報たいし」で

はこういうふうに書いてあります、「地元の

農産物を食べていただき、地産地消を進め

る」と、こういうふうにはっきりとうたわれ

て、そうした形で直売所ができております。

となれば、まだまだ私は周知不足だと考えま

すね。これからタケノコもそろそろシーズン

で出てきます。種類も多くなってきますの

で、より多くの方に地産地消ということに御

協力いただく。そういう意味でももっともっ

とＰＲする、そういったことが大事ではない

かと思いますが、どうですか。 

○議長（井村淳子） 経済建設部長。 
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○経済建設部長（堂本正広） 一応、今のと

ころ、ふれあい市にこの庁舎のほうで販売を

していただいております。おっしゃるとお

り、これからタケノコが出てきますし、イチ

ジクも出てきます。そういった中で、やはり

ちょっと売り上げが余り芳しくないというの

も事実でございまして、その辺のことでふれ

あい市の方が開催の曜日ですね、庁舎での。

それと今サンパークのところでも行ってるん

ですけども、それの曜日の変更等々について

協議をされてます。そんなところで、例えば

こっちで土日やってますよと言っても、それ

がまた４月から変更するようなことがありま

したら、またちょっとその辺がちぐはぐにな

りますんで、とりあえず今は庁舎の掲示板で

――ＬＥＤの大きいやつで、販売やってます

よというのは流させていただいてます。ま

た、販売の日が確定したら、また４月以降に

啓発をさせていただきたいというふうに、現

在は考えております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 福井議員、３回終わり

ました。 

 ほかに質疑はありませんか。ございません

ね。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第29号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり７人の委員

で構成する平成28年度一般会計予算委員会を

設置し、これに付託することにしたいと思い

ます。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第29号は、７人の委員で構

成する平成28年度一般会計予算委員会を設置

し、これに付託することに決定しました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました平成28年度一般会

計予算委員会の委員の選任については、委員

会条例第７条第４項の規定により、長谷川正

信議員、中薮清志議員、堀卓史議員、藤澤元

之介議員、吉田日出夫議員、平田孝義議員、

中島貞次議員、以上７人を指名したいと思い

ます。それに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、ただいま指名いたしました７人

の議員を平成28年度一般会計予算委員会の委

員に選任することに決定いたしました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

   （休憩 午後１時51分） 

   （再開 午後１時51分） 

○議長（井村淳子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、御報告申し上げます。 

 休憩中に平成28年度一般会計予算委員会が

開催され、委員会条例第８条第２項の規定に

基づき、委員の互選により委員長に中島貞次

議員、副委員長に平田孝義議員が選出されま

したので、御報告申し上げます。 

 以上で報告は終わります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２６ 議案第３０号 平成２８年 

        度兵庫県太子町国民健康保 

        険特別会計予算 

○議長（井村淳子） 日程第26、議案第30号

平成28年度兵庫県太子町国民健康保険特別会

計予算を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。ございませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第30号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま
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す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第30号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２７ 議案第３１号 平成２８年 

        度兵庫県太子町介護保険特 

        別会計予算 

○議長（井村淳子） 日程第27、議案第31号

平成28年度兵庫県太子町介護保険特別会計予

算を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ８ページ、９ページの歳入

の部分で、介護保険料が前年度予算ベースで

比べて1,305万7,000円増加ということなんで

すが、この要因について説明願います。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 対象となった

人数が増えたというのが一番大きな原因でご

ざいます。前年度は特徴の分としまして、

7,518人を計上しておったんですが、今年度

につきましては7,698人ということで180人の

増、そして普通徴収につきましては、前年度

690人を計上しておりましたが、ことしは

708人ということで18人の増で、合計198人の

増を見込んで計算のほうをさせていただいて

おります。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 増えたのはわかるんですけ

ども、その要因ですね、40歳から当然払うん

ですけども、保険料の払い込みの40歳になる

数が多くなって、逆に高齢者の方の減少率が

減ったとか、あるいは社会的にいろんな要因

で、経済的な収入の面でとかいろいろ、要因

ですね、なぜ増えたのか、その要因について

何かわかるものがありますか。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 65歳以上の１

号被保険者につきましての、こちらのほうは

保険料となっております。40歳から65歳未満

までの方につきましては、それぞれの健康保

険のほうであわせて徴収をしていただいて、

支払基金のほうから交付をいただいておりま

す。ですので、この介護保険料そのものにつ

きましては、65歳以上になられた方が増えた

という差額になっております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 神南隆司議員。 

○神南隆司議員 25ページをお願いいたしま

す。 

 本年の３月から、介護予防生活支援サービ

ス事業として、太子町は割と近隣よりは早く

着手していただいてるんですけども、これに

ついて、先の常任委員会で事業については説

明は受けましたけれども、やはり心の中で心

配するのは、要支援１・２を市町の事業です

るとか、けさの朝日新聞にも要介護１・２に

ついてもいろいろと被保険者にとっては厳し

い面が出てくるという形の報道がありました

けども、そういった意味で本当にこの生活支

援サービス事業、地域のみんなで支えていこ

うという趣旨はよく理解できるんですけど

も、そういった意味で、これ本当に介護保険

制度には入ってるんだけど、サービスが厳し

くなったねというようなことが実際起きると

大変なことになりますので、そのあたり本当

に大丈夫なのかどうか、この28年度は本格的

に、多分４月か５月ぐらいからだんだんと実

効性が出てくるんだと思うんですけど、そう

いった面いかがでしょうか。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） おっしゃられ

るとおり、町のほうの自由な裁量というんで

すか、考えられる地域の支援なり、地域の

人々、団体を巻き込んでというんですか、み
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んなで助け合ってやっていこうという、この

趣旨っていうのは非常にいいかと思うんで

す。ただ、本当に一体になって協力が可能な

のかどうかっていうのを、高年介護課のほう

ではずっと、まず役場の中の各課ヒアリング

をしていろんな情報を得て、そして事業所に

対しても説明会を行って協力を求めたりとか

っていう形で、ずっと作業のほうを順次やっ

ております。今後動かしてみないとわからな

いと言ったらちょっと申しわけないんですけ

ども、精いっぱいサービスの質が落ちること

がないように、職員ともどもやっていきたい

と考えております。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 13ページの一般会計繰入金

の中で、節１の保険給付事業繰入金、この件

ですけど、前年度1,438万5,000円減額され

て、今回減額された中で繰り入れたお金が３

億853万円になっておるんですけど、３億

1,756万円、これ金額が若干増えてるんです

けど、これは人員的に増えてのことなんか、

いろいろな想定からこれだけの金額になった

のか、前年度は３億8,500万円で減額が生じ

てるんですけど、その件についてはどうなの

か、１点だけお伺いいたします。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 午前中の補正

のときにもちょっとお話しさせていただいた

んですけども、当初予算を作成するときに、

まだ事業計画のほうが全て完了しておりませ

んでしたので、なかなか困難な計算というん

ですか、算出をしたわけなんですけども、そ

れをもって年度途中の補正で減らしたり増や

したりというような状況になってしまって、

非常に申しわけなかったんですけども、今年

度の当初予算につきましては、その辺のこと

をしっかり踏まえまして、給付費に係る事業

費に対する国、県の補助とともに繰入金のほ

う、計算をさせていただいております。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 この増額というのは、人員

増ということで予算を組まれたということな

んですか。 

○議長（井村淳子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（三輪元昭） 給付費の費用

に応じて計算のほうをさせていただいており

ます。 

○議長（井村淳子） ほかに質疑はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第31号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第31号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２８ 議案第３２号 平成２８年 

        度兵庫県太子町後期高齢者 

        医療特別会計予算 

○議長（井村淳子） 日程第28、議案第32号

平成28年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別

会計予算を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第32号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま
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す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第32号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２９ 議案第３３号 平成２８年 

        度兵庫県太子町墓園事業特 

        別会計予算 

○議長（井村淳子） 日程第29、議案第33号

平成28年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予

算を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。ございませんね。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第33号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第33号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３０ 議案第３４号 平成２８年 

        度兵庫県太子町下水道事業 

        特別会計予算 

○議長（井村淳子） 日程第30、議案第34号

平成28年度兵庫県太子町下水道事業特別会計

予算を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第34号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第34号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３１ 議案第３５号 平成２８年 

        度兵庫県太子町水道事業会 

        計予算 

○議長（井村淳子） 日程第31、議案第35号

平成28年度兵庫県太子町水道事業会計予算を

議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 全般について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第35号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第35号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次の本会議は３月７日午前10時から開催い

たします。 

 本日はこれで散会します。 

 御苦労さまでした。 

   （散会 午後２時08分 


